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１．今堀先生と植物分類学	
	 本学会の設立呼びかけ人のひとりである今堀宏三
先生は，大阪市の出身であるが，広島文理科大学で
植物分類学を専攻され，1946（昭和 21）年に旧制金
沢高等師範学校教授として赴任され，1949（昭和 24）
年には新制金沢大学理学部助教授に着任されてい
る。	
	 先生は，学生時代から一貫して「車軸藻類の分類
学」を研究テーマとされている。車軸藻類は，以前
は「植物界」の「緑藻植物門」あるいは「車軸藻（輪
藻）植物門」として扱われてきたが，近年は生物界
を５つの界に区分する「五界説」が支持されるよう
になり，「原生生物界」の一分類群として扱われる
ようになっている[1]。また，分子系統学的な研究成
果が蓄積されるにしたがって，陸上植物の起源とな
った生物群であることが確認されている。	
	 今堀先生の研究成果は，個々の研究論文以外に，
複数のモノグラフとしてまとめられている。例えば，
金沢大学在職中の 1954（昭和 29）年にはそれまで
の 研 究 成 果 を と り ま と め て ， 『 Ecology 
Phytogeography and Taxonomy of the Japanese 
Charophyta （日本産輪藻類総説）』（和英２カ国語
のモノグラフ，1977年にドイツのOtto Koeltz Science 
Publishersからリプリント版が出版されている）とし
て公表されている。このモノグラフでは本邦産のフ
ラスモ属 47 種，フラスモダマシ属 1 種，シャジク
モ属 8 種の計 56 種について，その分類・生活史・
地理的分布などが詳述されている。	
	 さらに，このモノグラフがきっかけとなって，
1964，1965年には，著名な藻類学者であった R. D. 
Woodと共著で，『A revision of the Characeae, I, II』
をドイツの出版社から出版されている。また，1966
（昭和 41）年には広島文理大学時代の恩師，堀川芳
雄先生が監修された『現代生物学大系５	 下等植物
Ａ』（中山書店）で「輪藻植物門」を，また，1977
（昭和 52）年に出版された『日本淡水藻図鑑』（廣
瀬弘幸・山岸高旺編，内田老鶴圃）では，加崎英雄
氏とともに「車輪藻綱」の執筆を担当されている。	
	
２．今堀先生と生物教育	
	 このように，今堀先生は，植物分類学者として，
「車軸藻類の分類学」に大きな足跡を残されている
が，1960(昭和 35)年に大阪大学教養部に教授として
着任されてからは，軸足を徐々に「生命の起源」や
「分子進化」に移されたようである．と同時に，大
阪大学に移られてからは「教養部教授」という立場
上，教育現場との関わりが増えていったようである。
特に，1960年代後半になって，当時の文部省特定研
究「科学教育」が組織されたとき，数学，物理，化
学などは，それぞれの専門学会と教育学会が積極的
に対応して一貫性のある教育プロジェクトが展開さ
れたが，生物教育の場合は第一線の生物学者の参加
がなかったために，特定研究には表だって関われな
かったことが，生物教育学会と関わりを持たれるよ

うになったきっかけのようである［2］。	
	 この文部省の特定研究が開始される契機となった
のは，1957 年のいわゆるスプートニク･ショックに
起因するアメリカにおける科学教育の現代化運動で
ある。この現代化運動は，物理教育の分野にとどま
らず，化学教育や生物教育の分野にも及んだことは
周知のとおりである。特に生物教育の分野で行われ
た BSCS (Biological Sciences Curriculum Study) は，わ
が国の生物教育にも大きな影響を与えた。1958年に
開始された BSCS の目的の一つは，すぐれた生物学
の教科書を作成することであり，結果として青版・

 
Fig.1. Cover page of Ecology Phytogeography and  
Taxonomy of the Japanese Charophyta by Dr. Kozo  
Imahori. (Reprinted edition published by Otto Koeltz  
Publishers, West Germany) 
 

 
Fig. 2. Nitella horikawae Imahori described by Dr.  
Kozo Imahori as a new species found in Japan. (From 
the monograph by Dr. Kozo Imahori above mentioned) 
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黄版・緑版計 31 種類の教科書が出版され，そのう
ちのいくつかは，BSCS 日本委員会（代表：国際基
督教大学篠遠喜人教授）によって日本適用版として
出版された。 	
	 一方，今堀先生は，アメリカの BSCS の教科書に
続く形でイギリスのナフィールド財団から出版され
た『Practical Biology』の共訳を担当され，1968年に
『ナフィールド生物』（全 5冊）として啓林館から
出版された[3]。これを契機として，本格的に高等学
校生物の教科書の編集に関与されるようになったと
思われる[4]。	
	 また，生物教育の研究体制の充実のために，積極
的に文部省（当時）の科学研究費（総合研究）の研
究班を組織された。 例えば，1977（昭和 52）年度
には「生物教育改革のための基礎的研究」班を，1978
（昭和 53）年度には「生物教育研究体制確立のため
の基礎的研究」班を組織され，生物学の専門家と生
物教育の実践家をつなぐために尽力された。今堀先
生の「生物学の専門家と生物教育の実践家が一つに
なって，日本の生物教育を改革していく」という信
念は，その後も生物教育に関する総合研究班として
継続され，やがて日本生物教育学会の改革・再出発
へとつながっていった。	
	
３．今堀先生と日本生物教育学会	
	 日本生物教育学会は 1957（昭和 32）年４月に，
当時東京教育大学教授の下泉重吉先生を会長とし
て，また，おもに高等学校の生物教員を会員として
発足した。その設立趣意書には，「これまでの生物
教育には幾多の反省すべき点があると思われます
が，その中でも生物教育の本質とその方法に対する
科学的な基礎研究の貧困と，自然科学の日進月歩に
即応する教材の具体的研究の不足などは特に指摘さ
れるべき点でしょう。そこでこれらの問題に対処す
るため日本生物教育学会を組織して，生物教育の科
学的研究を推進し生物教育の技術向上を図ろうとい
うことになりました。」と記され[5]，生物教育その
ものの研究をはかることが明確にされている。しか
し，当時の学会には生物学の研究者は少なく，「自
然科学の日進月歩に即応する教材の具体的研究」は
容易に進展しなかったように思われる。	
	 今堀先生は，1984（昭和 59）年４月に日本生物教
育学会の会長に就任されたが，生物教育の研究を進
めるためには「学会誌の充実」が急務であると考え
られ，まず手始めに学会誌「生物教育」に査読制度
を導入された。このため学会誌編集担当の副会長を
当時東京大学理学部教授であった高橋景一先生に委
嘱された。この学会誌への査読制度の導入は，当初
は反発する会員も多かったようであるが，査読者か
らの的確なコメントや具体的な書き直しの指示など
が徐々に受け入れられるようになり，現在では「生
物教育」の査読制度は他の教育系の学会からも高く
評価されている。	
	 また，前述のように，「生物学の専門家と生物教
育の実践家が一つになって，日本の生物教育を改革
していく」という考えから，生物学の専門家を積極
的に学会に「引き込む」努力をされ，特に，当時は
まだ各大学に教養部が存在していたので，教養部に
在籍されていた生物学担当教員の入会に尽力され
た。この今堀先生の尽力によって，高校教員が主で
あった日本生物教育学会にも大学教員の会員が徐々
に増えていき，また，小・中学校の教員も入会する
ようになっていった。これが後に『生物教育用語集』

の編纂のきっかけになったと思われる。	
	
４．今堀先生と『生物教育用語集』	
	 中等教育段階，特に高等学校で使用される生物学
の用語（生物教育用語）は，いわゆる『文部省	 学
術用語集』の動物学編，植物学編および遺伝学編に
準拠して使用されているが，同義語や表記・表音の
ついてはそれぞれの用語集で異なっており，例えば，
呼吸の一過程としてのトリカルボン酸回路は，その
略称である TCA回路のほかに，クレブス回路，クエ
ン酸回路の名称が使われていた。	
	 このような状況に対して，1984（昭和 59）年２月
の日本生物教育学会総会において，会員から「生物
教育用語の混乱の是正に学会として努力してほし
い」という意見が出され，学会に「生物教育用語委
員会」が設置され，委員長に今堀先生と同じ大阪大
学教養部に勤務されていた越田豊先生が就任され
た。越田先生は前述の生物教育に関する総合研究の
メンバーであったことから，新たに科学研究費の総
合研究班を組織され[6]，日本動物学会と日本植物学
会を巻き込んで，生物教育用語の是正・統一に尽力
された。	
	 その結果，1998（平成 10）年９月に『生物教育用
語集』（日本動物学会・日本植物学会編，東京大学
出版会）が出版された。ちなみに『学術用語集	 動
物学編』は 1988（昭和 63年）３月に，『学術用語
集	 植物学編』は 1990（平成２）年３月に，また『学
術用語集	 遺伝学編』は 1993（平成５）年８月に，
それぞれ改訂増補版が出版されている。これらの『学
術用語集』の改訂は『生物教育用語集』の編纂がそ
のきっかけになったことは容易に想像される。	
	 この『生物教育用語集』の編纂に当たっては，今
堀先生は表面的には関与されておらず，越田先生に
任されていたようである。しかし，今堀先生は 1995
（平成 8）年３月まで日本生物教育学会の会長を務
めておられるので，『生物教育用語集』の出版を陰
で支えられたことは間違いない。	
	 また，『生物教育用語集』が出版されてすでに 20
年が経過しようとしているが，この間の生物学の進
歩は著しく，新しい用語が次々と作り出されている。
特に分子生物学分野における用語は指数関数的に増
加しており，これらを中等教育の中にどのように取
り入れていくかは生物教育に携わる者の喫緊の課題
である。このような状況に対して，新しく一般社団
法人として再出発した日本生物教育学会では，数年
前から「生物教育用語検討委員会」を設け，高等学
校の教科書で使用されている用語をリストアップ
し，その取捨選択の作業を行っている。幸い 2015
（平成 27）年からは科学研究費の交付を受けてその
とりまとめを行っているが，肝心の『学術用語集』
の改訂が手つかずの状態にあるため，『生物教育用
語集』の改訂版の出版につながるかどうかはまだ不
透明な状況にある。	
	
５．今堀先生とアジア生物学教育協議会	(The Asian 
Association for Biology Education, AABE)	
	 前述のように，1950年代後半にアメリカで始まっ
た BSCS は，わが国ばかりではなく，アジア諸国の
生物教育を見直すきっかけとなった。その中心とな
ったのがフィリピン大学の D. F. Hernandez博士であ
る。彼女は，スリランカの V. Basnayake博士の呼び
かけに応じ，1965年にアジア財団，ユネスコ，BSCS
などの後援を得て AABE を設立し，翌 1966 年 12
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月にフィリピンのマニラで第１回国際会議を主宰し
た。この国際会議は後に AABE隔年会議と呼ばれる
ようになったが，1968年 8月に第２回の会議が東京
・三鷹市の国際基督教大学（ICU)を会場に開催され
た（大会会長：篠遠喜人 ICU教授，大会委員長：中
山和彦筑波大学教授）。この会議で AABEの会則が
採択された[7]。	
  今堀先生がいつ頃AABEに関わられるようになっ
たのかは不明であるが，1968年に『ナフィールド生
物』が出版されていることから考えると，東京で開
催された第２回会議から関与されていると思われ
る。以後２年おきにアジア各国の持ち回りで会議が
開催され，1980（昭和 55）年 10月には大阪で第８
回隔年会議が開催された。このときの議長は今堀先
生が務められ，前述の越田先生が事務局長として会
議の運営を切り盛りされた。また，この第８回隔年
会議は，今堀先生の尽力により，国際生物科学連合
（International Union of Biological Science, IUBS）と共
催となり，参加国はアジアを中心に 21 ヵ国に及ん
だ。今堀先生が生物学の専門家の集まりである IUBS
と生物教育の会議をあえて共催されたのは，「生物
学の専門家と生物教育の実践家が一つになって，生
物教育を改革していく」という信念の現れと思われ
る。なお，この隔年会議には IUBSから P. J. Kelly博
士，ユネスコから F. C. Vohra博士，また，BSCSか
ら M. Kennedy博士が参加された[8]。 

	
	 この第８回隔年会議のあと，1994（平成６）年に
は，東京学芸大学で第 15回隔年会議が開催された。
この会議では越田先生が議長を務められたが，今堀
先生も参加されて旧知の方々と親交を深められた。
また，1998（平成 10）年にフィリピンのマニラで開
催された第 17回隔年会議では，今堀先生が「Biology 
Education at Risk」と題して基調講演をされている。                                         	
	 さらに，2008（平成 20）年には大阪・泉佐野市の
全日空ホテルで第 22 回隔年会議が開催されたが，
すでに今堀先生も越田先生と故人となられており，
両先生の薫陶を受けた若い世代が中心となって，会
議の運営が行われた。AABE はアジア地域の生物教
育に携わる人たちが「個人の資格」で参加する組織

であるが，この第 22 回隔年会議は，過去に日本で
開催された会議とは異なり，日本生物教育学会との
共催であった。これは日本生物教育学会の中に常置
されている国際交流委員会のメンバーが中心となっ
て第 22 回隔年会議を運営したことによるものであ
り，日本生物教育学会がアジア各国の生物教育の研
究者と 21 世紀の生物教育の課題を議論するスター
トになった会議であった。	
	

６．おわりに	
	 このように今堀先生の足跡をたどっていくと，今
堀先生は 1960（昭和 35）年に大阪大学教養部教授
に就任されてからもしばらくは「車軸藻の分類学者」
として活躍をされていたが，その後徐々に軸足を「生
命の起源」あるいは「分子進化」に移されていった
ように見受けられる。と同時に，生物学の専門研究
と生物教育とを結びつける「接着剤」の必要性を認
められ，自らがその役割を買って出られたのではな
いかと推察される。	
	 今堀先生は，学生時代に集められた車軸藻に関す
る貴重なデータを 1945（昭和 20）年８月６日に広
島に投下された原子爆弾によって一瞬のうちに失わ
れたが，不屈の精神でこれを克服され，世界の研究
者から「車軸藻の今堀」として認められるようにな
られた。今堀先生の研究は決して「派手」ではない
が，研究対象とされた車軸藻は現在陸上植物の起源
となった生物群として多くの研究者から注目を浴
び，DNAレベルでの研究が盛んに行われている。も
ちろん，新しい分析技術を駆使して研究を行えば，
今堀先生が結論づけられた内容と一致しないことも
出てくるかも知れない。しかし，だからといって今
堀先生の研究が「価値がなかった」ということには
ならない。	
	 最近の風潮として，「分類学」という学問は「古
くさい学問」というレッテルを貼る傾向があるが，
過去の研究者が個々の生物の特徴を詳細に記載して
きたからこそ，新しい学問分野が発展してきたこと
を忘れてはならないと思う。学問にとって大切なこ
とは，研究者個人の主義主張ではなくて，「事実」
であることを心に刻んで，拙稿を今堀先生の霊に捧
げたい。	
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